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棚底地区振興会

え
び
す
様
も
 

各
部
門
１
位
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）
 

１
０
㌔
▽
高
校
男
子
 
奈
須
巧
真

 

（
合
志
市
）
▽
一
般
同
 
山
下
敏
宏
（
埼

 

玉
県
）
▽
高
校
女
子
 
川
本
海
穂
（
天
草

 

市
）
▽
一
般
同
 
後
藤
純
子
（
熊
本
市
）
 

５
㌔
▽
中
学
男
子
 
荒
木
拳
真
（
宇

 

土
市
）
▽
高
校
同
 
山
下
真
平
（
鹿
児
島

 

県
）
▽
一
般
同
 
西
一
真
（
菊
池
市
）
▽

 

中
学
女
子
 
山
本
夕
海
（
熊
本
市
）
▽
高

 

校
同
 
濱
菜
々
穂
（
天
草
市
）
▽
一
般
同

 

奥
村
佳
寿
美
（
長
崎
県
）

３
㌔
▽
小
学

 

男
子
 
三
角
啓
彰
（
宇
城
市
）
▽
一
般
同

 

石
田
光
（
天
草
市
）
▽
小
学
女
子
 
木
村

 

野
々
花
（
熊
本
市
）
▽
一
般
同
 
坂
本
美

 

鈴
（
上
天
草
市
）
 

 
新
春
恒
例
の
え

び
す
祭
り
が
、
１
月

１
０
日
（
日
）
薄
曇

り
の
中
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
 

 
開
会
に
先
立
ち

大
え
び
す
像
前
で

神
事
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
大
漁
旗
を
掲

げ
た
漁
船
約
５
０

隻
に
よ
る
勇
壮
な

海
上
パ
レ
ー
ド
で

祭
り
に
華
を
添
え

た
。
 

 
午
後
の
演
芸
の

部
で
は
、
、
地
元
倉

中
１
年
生
の
え
び

す
太
鼓
を
は
じ
め
、

八
代
秀
岳
館
高
校

の
雅
太
鼓
、
天
草
拓

心
高
校
の
ハ
イ
ヤ

踊
り
が
寒
さ
を
吹

き
飛
ば
す
勢
い
で

観
衆
を
魅
了
し
た
。
 

 
ま
た
、
綱
引
き
大

会
や
福
餅
投
げ
も

あ
り
、
最
後
は
え
び

す
顔
で
家
路
に
つ

い
た
。
 

 
２
０
１
６
倉
岳
え
び
す

マ
ラ
ソ
ン
に
今
年
は
、
県
内

外
か
ら
過
去
最
高
の
１
，

５
４
１
名
の
参
加
申
込
み

が
あ
っ
た
。
 

 
今
回
は
、
大
会
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
振
興
会
も
役
員

を
中
心
に
山
本
商
店
横
に

給
水
所
を
設
置
し
た
。
初
め

て
の
試
み
で
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
の
準
備
だ
っ
た
。
 

 
給
水
所
で
は
、
飲
料
水
と

バ
ナ
ナ
な
ど
食
べ
物
を
用

意
し
た
。
胸
突
き
八
丁
に
当

た
る
地
点
だ
け
に
選
手
も

疲
労
困
憊
。
チ
ョ
コ
や
飲
料

水
を
補
給
し
た
選
手
は
足

取
り
も
軽
や
か
に
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
い
た
。
 
 

 

足
取
り
も
軽
や
か
に
 

３
、
５
㌔
地
点
の
集
団

 

先はまだ長～い、一息入れて＝山本商店前の給水所 

必死の形相でそれ引け＝倉中生徒たち 大えびす様もニッコリ 

はち切れんばかりの若さで天草ハイヤを踊る高校生 
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294（-1）

1,089（-2）

合　計 1,242 1,241（-1） 2,991 2,985（-6）

宮　田 459 460（+1）

１２月末

1,091

740（-2）

棚　底 488 487（-1） 1,158 1,156（-2）

浦 295

１月末

742

　人口動静

世　帯　数 人　　口

１２月末 １月末

主な行事予定 

２月２１日（日）倉岳地区公民館         
     町民総幸福量のまちづくり講座 

３月 ２日（月）天草高倉岳校卒業式 
 

３月 ６日（日）棚底城跡、川 美化作業 
      
３月 ９日（水）棚底、住民税申告      

 
昨
年
ま
で
、
四
月
の
第
１
日
曜

日
に
開
催
し
て
い
た
倉
岳
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
平
成
２
８
年
度
事
業

か
ら
十
一
月
に
変
更
予
定
で
す
。
 

 

 
変
わ
っ
て
、
今
年
の
四
月
に
は
、

棚
底
探
検
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま

す
。
ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ
や
棚
底

に
点
在
す
る
文
化
財
を
巡
り
な
が

ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、
健
康
ポ

イ
ン
ト
も
加
点
さ
れ
る
よ
う
要
望

中
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

 
１
月
２
４
日
（
日
）
未
明

か
ら
降
り
続
い
た
雪
は
、

県
南
部
を
中
心
に
記
録
的

な
大
雪
と
な
っ
た
。
棚
底

で
も
場
所
に
よ
っ
て
は
２

０
セ
ン
チ
を
超
す
積
雪
と

な
っ
て
、
町
民
の
暮
ら
し

を
直
撃
し
た
。
道
路
が
完

全
に
遮
断
さ
れ
、
人
も
車

も
閑
散
と
し
て
い
た
。
 

 
翌
日
に
は
、
降
雪
は
一

段
落
つ
い
た
も
の
の
放
射

冷
却
現
象
に
伴
う
気
温
低

下
で
水
道
管
破
裂
が
続
出

し
た
。
「
飲
み
水
が
な
い
」

「
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
」
「
風

呂
が
沸
か
せ
な
い
」
な
ど
想

定
外
の
事
態
で
混
乱
し
た
。
 

 棚底城跡では、少しづつ発掘調査が進んでいま

す。城の西側の第１トレンチという発掘場所では、

横堀の延長分と思われる幅約２ｍ、深さ５０ｃｍほ

どの掘り込みが出てきました。城の西側の守りが

さらに強固だった可能性が考えられます。 

 また、調査予定地付近の竹を伐採したことで、随

分、城があった当時に近い景観を楽しめるように

なりました。 
 平日の作業時には、随時見学できますので、ぜ
ひ棚底城にお出で下さい。 
               （天草市文化課 中山） 

昨
年
の
探
検
ウ
ォ
ー
ク
＝
い
ぼ
神
様

 

   いち面雪に覆われた「あけぼの」海側から見た風景 


